
 

 
１．開催年月日    令和６年７月２５日 

 

２．開催場所    三原駅前スペースキオラスクエア内サテラス 

 

３．委員出席 

委員総数     6名 

出席委員数    6名 

         

４.議題 

・局からの近況報告                

・番組審議について 
 

５ 議事の概要 

 

６ 審議内容 

（１）開会宣言 

放送事業者からの開会宣言 

 

（２）局からの報告 

   「さつき祭り」 現場中継放送について 

 

   事務局より以下の通り報告があった。 

    

事務局「基本的には、スタジオ・サテラスから放送しているが、今回はテーブル・

機材を現場に持っていき放送した。今後、積極的に取り入れていきたい。

直近ではやっさ花火大会の現場中継放送を行う。また、市民体育大会や浮

城まつりでも現場中継放送を計画していきたい。色々な場所で放送し、FM

みはらを知っていただく機会にしたい。 

     『さつき祭り』の現場中継では、メインステージの裏側にブースを設け

て放送した。実現しなかったが、市長が近くにいたので出演して頂くこと

も考えた。このように現場ならではの放送を今後も行っていきたい。」 

    座 長「『さつき祭り』現場中継放送の件で、なにか質問・意見はないか。」 

    Ａ 氏「反響はあったのか。」 

    事務局「ライブ感が出てよかったという声を頂いた。課題としては、もっとその場

にいた人に来てもらい出演頂ければよかった。」 

    座 長「その他でないか。」 

    Ｂ 氏「臨場感が伝わりよかった。『さつき祭り』の由来も分かり、三原在住では

ない人がより深く三原を知って頂く機会になったのではないか。」  

    Ｃ 氏「内容的には問題ない。色々な場所で放送することはよい。」 

    事務局「今後は急遽イベントに飛び入り参加するような企画を行っていきたい。」 

Ｄ 氏「パーソナリティの人選は理由があるのか。」 

     事務局「初めてだったので、うまく回線がつながらなかったらスタジオから放送す

る予定だった。その為、経験豊富なパーソナリティをスタジオに配置し

た。イベントが得意な人と若手のパーソナリティの組み合わせで起用し

た。」 



 

 

第一号議案「番組審議について」 

番組名：「ゲームセンターインパクト」（「イブニングスペシャル水曜日コーナー」） 

    7月10日放送分について 

    6月中旬から開始した新しいコーナー 

「イブニングスペシャル」内で毎週水曜日に10分程度放送。 

ゲームインパクトという東広島のゲーム製作者（フリーランス）が企画したコ

ーナーでありファミコンゲームなどレトロゲームに絞ったマニアックな内容。 

〇パーソナリティ：天井裏の声さん、山本真紀 

 

事務局「議案の『ゲームセンターインパクト』は『イブニングスペシャル』内の1

コーナーで5～10分ほどの放送している。企画者は、ハビットというゲー

ムを実際に作り販売している方で、ファミコン時代のゲームが好きな方々

をターゲットに当時の企画で新しい内容のゲームを製作している。ハビッ

トは全国に販売されており、一定数のファンがいる。この方が番組をした

いと企画を持ち込まれスタートした。レトロ世代に懐かしさと元気を届け

たいということでやっている。既に企画者はユーチューブで配信をしてい

る為、業界内では認知されているが、普段ゲームに関わっていない人にも

懐かしいと思って欲しいとスタートした。」 

座 長「この件で、何か質問はないか。」 

    Ｃ 氏「反響はあったのか。」 

    事務局「もともとユーチューブをされているので全国で認知されており、番組の1

コーナーではあるがメールの量が局内で一番多い。サイマル放送を全国で

聴いている人が多いのではと思われる。そこの部分で、普段通勤中に聴い

ている地元リスナーとの温度差が気になっている。」 

Ｃ 氏「話題になるのはいい事。何も反応がないよりいい。」 

事務局「メールを厳選して読んでいる。一般のリスナーが置いてけぼりにならない

ようにメールを選んでいる。」 

Ｂ 氏「このゲームを選んだ理由は」 

事務局「天井裏の声さんが選ばれているので、明確な理由は分からない。」 

Ｂ 氏「番組の主旨・目的の部分で同世代の男性に懐かしさと元気を届けたいとあ

るが、題材のゲームがマニアックすぎるのでは。もう少しオーソドックス

な話題を取り上げてはどうか。」 

事務局「意見として伝えておく。」 

Ｂ 氏「三原のリスナーにも届く題材にして、メールを頂けるようになればもっと

良いと思う。」 

Ｅ 氏「今の人たちでも興味を惹かれる内容にしてみてはどうか。現代のゲームと

の比較をすれば、共感できる内容になるのではないか。」 

Ｂ 氏「当時の有名なゲームのあるあるネタを取り上げてみてはどうか。40代・50

代に懐かしさを感じてもらえるのではないか。」 

事務局「地元で運転しながら聴いているリスナーに少しでも引っかかる内容にして

いく。」 

Ｂ 氏「マニアックなのも大事にしながら、鉄板ネタも大事にしてほしい。」 

Ｃ 氏「鉄板で取り扱って欲しいランキングをリスナーから募ってみてはどうか。

40代・50代の人にゲストで出てもらい、当時の思い出を話してもらえばよ

い。」 

事務局「ゲストで出てもらうのは良いアイデアだと思う。」 



 

 

７ 審議機関の答申又は意見に対してとった措置の内容及び年月日 

・必要にあわせて今後の審議会の中で対応したことについて発表する。 

 

８ 審議機関の答申又は意見の概要の公表 

公表の方法：事務所への備置き ホームページでの公開 

公表の内容：議題、議事の概要および審議内容 

公表年月日：令和６年７月３１日 

 

９ その他参考事項 


